
 

 

                                                                    

                                         

 

 

 

トトロ通信 NO,71 
2018年 4月号 津山・きびの会通信 

〒708-0863 津山市小桁 137-2    

川島宅 23-3294、090-7541-5263 

社会には何故第 4極が必要か 

 最近のアメリカと北朝鮮のやり取りにはうんざりする。一昔前の資本主義と共産

主義の代理戦争みたいだ。資本主義国と言われる国々では、表向き社会保障が進んで

いるかのように見えるが、内情は国民から利益を吸い上げるシステムを着々と進めて

いる。共産主義国と言われる国々では、労働者の代表が実権を握っていることになっ

ているが、内情は資本主義化された国民を縛り付けるためのシステムを着々と進めて

いる。 

 暴走する個人が自分の利益を最優先するために、核の脅威をちらつかせながら、

私欲を最大限追及しているという構図が見えてくる。お互いに個人が暴走しないよう

にするシステムは、それぞれの個人が最大限その能力を発揮できるような社会システ

ムを作ることである。他者を自分の欲望のための手段にすることではなく、他者の希

望を優先させて自らの目的にすることである。そのことによってのみ、誰もが希望を

もてる社会になる。 

誰もが希望をもてる社会をめざす（ＫＨＪ第１１回山形大会のテーマ）社会システ

ムとは、全国に設置された「ひきこもり地域支援センター」を社会の第 4極として機

能できるようにすることである。ひきこもりを特化することではなく、障害者を含め

たすべての人々が孤立しないように、ひきこもらないように、社会システムを作るこ

とである。 

 2018年度の「ＮＰＯ法人津山・きびの会」はこの理念を内外に明らかにして、一

歩でもその実現に近づくべく努力していきたい。（２０１８．３．６．１７:３７川島） 

 

やっぱり「男はつらいよ！」 

笑うに笑えぬ、でもやっぱり笑ってしまうような話を。いずれも 60歳

を少し過ぎた男達の哀話です。 

［Ａさんの場合］少し前、「久し振りに妻孝行でも」と奥さんを誘って

３泊４日の旅行に行きました。本人は「のんびり、優雅な楽しい旅になっ

た」と満足して帰路に着きました。 

ところが、帰宅した奥さんの言葉に衝撃を受けました。「あんたとの旅

行もたまにはいいけど、これからは１泊までにしょうな」。奥さんは別に

長旅が嫌いな訳ではなく、よく友達と 2泊、３泊の旅行に行くそうです。

トホホ……。 

［Ｂさんの場合］先日、会社の同僚だった男性から電話があったそうで

す。「北陸の温泉旅行に行かんか。ただなんじゃ。懸賞で２人１組、１泊

２日の無料招待券が当たったんじゃ」。「んっ、奥さんは…。病気でもしと

んか？」「いや、元気じゃけど、たとえただでも俺とは行きたくないそう

な」。 

こちらの奥さんも旅好きで、女子会と称してよく出掛けるそうです。仕

方ないので、Ｂさんは男２人で温泉旅行に行きました。トホホ……。 

［私の場合］最近知り合った女性（もちろん、おばさん）と何かのきっ

かけで、私の妻子の話になりました。なぜか彼女は、目を丸くして言いま

した。「へぇ～、岸さんは結婚してたん。てっきり、変わり者の独り者か

と思ってた」。確かに変人かもしれませんが、トホホ……。 

やっぱり「男はつらいよ！」。会の活動とは関係ない話ですいません。 

                             （岸） 
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カタクリの花を愛でる会 3月 31日 

11時から餅つき（ヨモギ餅）するよ！ 
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